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９．卒業生の留学体験記及び在学生へのメッセージ 
 

卒業生の留学体験記～留学を考えている在学生へ～ 
 

留学先（国または地域名） リンネ大学（スウェーデン） 

留学時の 
本学の所属・学年・性別 

中等教育教員養成課程 英語専攻 3年・女性 

留学期間 2015年9月～2016年5月  

留学の目的・動機 

スウェーデン留学の目的は３点あります。１点目は英語力

の向上のためです。スウェーデンの母国語はスウェーデン

語ですが、第二言語として英語を習得している国々の中で

も国民の英語力が非常に高いと言われています。さらに、

言語の中に文化はあるという考えのもと、英語以外の言語

にも触れてみたいという思いがありました。２点目は、英

語教育を学ぶためです。英語教育や人々の生活を実際に見

て学び、将来の目標である英語教員になるために生かした

いと思いました。３点目は、ヨーロッパの国々を旅行した

かったからです。  

卒業後の進路 
福岡県教員採用試験に合格し、県立高等学校の英語教諭をし

ています。  

留学体験レポート（自由記述） 

①教員をしていて、留学経験がどのように役に立っていると思いますか？ 
回答）一点目は、語学力に対する自信です。高校の教員は、専門的な英語力と指導力が求められます。

留学中に海外の大学で英語を通して英文学や英語教育などの学問を学んだことで、より確かな英語力が

身に付いたと思います。また、授業は講義形式だけでなく、先生とのやり取りや様々な国々からの留学

生と協働する機会が多くあり、日常生活以外に多く英語を使うことができました。 
二点目は、授業づくりです。スウェーデン留学中は、小学校や高校、移民向けの高校で英語の授業見学

や授業補助をさせていただきました。第二言語である英語をどのように生徒が学び、身に付けていくの

か、英語教育の現場に触れました。印象に残っているのは、小学校２年生のクラスで、日本文化に関す

る授業を英語でしたときに、小学生は内容がよく分かっており、私のプレゼンテーションに対して質問

をしたり、コメントをしたりしてくれました。子どもの高い英語力だけでなく、異文化を受容する寛大

な価値観や間違いや他人の目を気にせずに考えを表明できる主体的な態度に感動しました。そのような

子どもたちを育てる教育が、どのように行われているのかを実際に見ることができたおかげで、現在授

業を組み立てる際の参考になっています。さらに、日本語を教えていらっしゃる日本人の先生と出会い、

授業補助に入らせていただきました。新しい言語を教える際のノウハウを学ぶことができました。現在、
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担任をしながら自身が留学で経験したように、生徒にも少しでも異文化に触れる経験や海外の学生と交

流する機会を与えたいと、留学を通して出会った方々のご協力を得て、国際交流を推進しています。い

かに日本にいながら世界の広さ、多様さに生徒に感じてもらえるかを常に考えています。 
三点目は、多様なものの見方ができるようになったことです。スウェーデンは多民族国家でありさまざ

まな異文化と人々が共存しています。スウェーデンで生活をしていると常に周囲に異文化があふれてい

るので、幼いころより異文化を受容する心が育つと言われています。スウェーデンの人々の生活や国の

制度も日本とは異なることが多くあります。また、留学中はあらゆる国々からの留学生と一緒に寮で暮

らしていました。留学に行くまで日本での生活や文化が当たり前であった私にとっては、異文化に触れ

て驚くことや疑問に思うことがたくさんありました。しかし、実際に異文化に身を置いて生活をするこ

とで、自分の狭かった視野が大きく広がり、自分にとって異質なものを快く受け入れる姿勢やその背景

にあるものに思いを馳せられるようになりました。この経験を授業でもよく生徒に話をしており、生徒

の人権感覚を育んだり、真の国際人になってもらえるように努めています。日本はスウェーデンよりも

集団に重きを置きますが、実際、日本で出会う生徒は一人一人違う一面を持っています。生徒の本質を

見抜き、良さを生かすような生徒指導をしたいと常に思えているのは、スウェーデンの個性を大切にす

る教育、日本の集団を尊ぶ教育、日本らしさとスウェーデンらしさをどちらも経験できたおかげである

と思っています。 
 
②留学をする上でどのような心がけが必要だと思いますか？ 
回答）目標と目的を持って、チャレンジすることです。留学の目標や目的は人それぞれだと思います。

私は、明確に留学中に多くの学校に行きたいという目標があったので、それを留学期間内に達成するた

めに自分からアポイントメントを取ったり、知り合いをつくったりしていました。そこでしかできない

経験を一定期間できるのが、長期で留学に行くことのメリットだと思うので、ぜひ、日本ではできない

ことを目標に据えて、現地でチャレンジしてほしいと思います。特に明確な目標はなく、行ってから新

たな価値に触れ、何かに取り組む方もいらっしゃると思います。また、いい意味でも悪い意味でもカル

チャーショックを受けることがあると思いますが、人生における経験値を上げていく前向きさを持って

過ごすと、きっとかけがえのない留学になると思います。 
 
③留学前後で意識や行動等にどのような変化がありましたか？ 
回答）留学前は自分が経験してきた世界がすべてのような感覚を持っていましたが、留学を通してあら

ゆる価値観に触れたり、経験をしてきたことで、留学後は「自分の狭い世界のものさしで物事を測らな

い」という感覚が持てるようになりました。時間は有限で、自分の人生もいつまでかは分かりません。

生きている限り、少しでも貴重な経験をしたい、チャレンジしたいという思いを常に持っています。そ

のようにスケールの大きい考えを持つことができるようになったので、日常的に起こる小さな失敗や挫

折は気にならなくなりました。それよりも前向きに物事を捉えて、考えるよりも行動しよう、前に進も

うと思えています。人生をより楽しく過ごす考え方を、留学を通して得られたと思っています。 
 
④これから留学する学生に一言 
回答）学生の間だからこそ得られる経験があると思います。現地では日本人留学生や海外からの留学生

と交流ができると思います。世界各国に同世代の同志をつくることができることも留学ならではだと思

います。ぜひ、多くの方々との出会いや文化との出会いを楽しんでください！一生忘れられない経験を

して日本での生活に生かし、教育大生らしく、真の国際人をたくさん育てていきましょう！ 


